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The moon I see 
even away from each other, 
reminds me of home 
where the same one could been seen



ろ 7番 阿倍仲麻呂

天の原
ふりさけ見れば
春日なる
三笠の山に
出でし月かも

The moon I see 
even away from each other, 
reminds me of home 
where the same one could 
been seen

私が今見ている月は、遠く離れて
いるけれど、私に故郷を思い出さ
せてくれる、同じ月を見ることの
できる故郷を。



解説

前回の小野小町の英訳を踏まえてストーリー風に手順を
追って英訳しようと試みた。最初はメインの主語に「私」
を置いて I wonder~という詠嘆の表現を使うことも考え
たが、この和歌のメインを月として考えて、月が私に故郷
を思い出させるという表現にした。故郷をMikasaと言っ
てしまうともとの歌は再現できるが、英語にしたときにリ
ズムが悪くなると感じたのであえてhomeにした。本来は
even away from each otherというお互いに離れている
けれどといった表現はないが、作者が感じたであろう月の
特別さや故郷への思いを強調させようとした。



難しかった点

前回の小野小町の英訳よりも音や響きの美しさを意識しな
がら英訳することができたが、自分なりの解釈と、なるべ
く本来の歌を崩さないようにするのがやはり難しく、複数
の英訳のパターンを考えたが完全に納得の行く英訳はでき
なかったと感じた。小野小町の時と比べて掛詞や暗示は少
なかったが、単語のチョイスや感情の表現などのまた違っ
た難しさがあった。英訳するうえで作者の生い立ちや和歌
が詠まれた時について詳しく知って自分なりの解釈を作る
ことが改めて重要だと思った。



は

I was a fool.
I would die to see you.
With a long, long life.
I am a fool. I want to keep living.
With you long, long life.



は 50番 藤原義孝

君がため
惜しからざりし
命さへ
長くもがなと
思ひけるかな

I was a fool.
I would die to see you.
With a long, long life.
I am a fool. I want to keep living.
With you long, long life.

わたしは愚かだった。あなたと会
うためなら死ねると思っていた。
この退屈で長い人生といっしょに。
わたしは愚かだ。わたしはあなた
と生き続けたい。この長い先の人
生を。



解説

難しかった点

wasとamを過去と現在で書くことにより、過去と今で考えが
変わったことを表した。long, long lifeを二回使い、しっかり
使い分けている。最初は退屈で長い人生であると、マイナス
なイメージで解釈をさせ、最後のは希望にみちあふれたこれ
からの長い人生を表しプラスのイメージを表している。

韻を踏むのがとても難しかった。また、単語の意味をしっか
り理解し使うことが難しいと感じた。初めて私がこの一首を
読んだときに感じた、初々しさ、思いのストレートさを英語
で出せるよう、長ったらしい文にするのではなく簡潔に表す
ことでストレートさを出した。初々しさを出せなかったのが
悔しかった。




